
日本天文学会2012年秋季年会

X20a z = 3 Lyα輝線天体周囲のLyαハロー
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高赤方偏移の原始銀河団では、しばしば、巨大な Lyα輝線ガス雲（Lyαハロー）が見つかる。しかし、より一
般的な銀河の周囲にどのような Lyαハローがあるのか、また、そのハローの性質が銀河本体の活動性や周囲の環
境とどのように関係しているのかはまだわかっていなかった。そこで我々は、z = 3.1の 2128個の Lyα emitter
(LAE)、および、24個の原始銀河団中のライマンブレイク銀河 (LBG)の Lyα画像をそれぞれ足し合わせること
により、環境別、紫外線光度別で、高赤方偏移銀河周囲の Lyαハローの性質を調べた。その結果、 Lyαハローの
表面輝度プロファイルの傾きは、中心紫外線光度によらず、周囲のMpcスケールでの LAE面密度の増加ととも
によりフラットになることがわかった。 Lyαハローを exponentialでフィットした場合のスケール長は、周囲の
LAE面密度の自乗に比例していた (rLyα ∝ Σ2

LAE)。 Lyαハローのひろがりが、中心銀河の活動性よりも、周囲
のMpcスケールでの環境に強く依存しているという結果は、大雑把に見た場合、Lyαハローの表面輝度分布は、
ダークマターの密度分布に沿っているということを示しているのかもしれない。


